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公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。
37 10 1

・こどもが落ち着く方法や見通しの付け方など勉強

になっている。

・児童にとって良い指導方法を助言いただいた。

・様子を伝え合うことで、共通理解ができた。

・児童をより多面的によら得ることができた。

・アドバイスを学校生活に取り入れることができ

た。

・話をする時間が取れない。

・授業の様子を見背ていただいた後、

担任の先生と話す時間を設けている

が、じっくりと話す時間は授業の関係

でなかなか持てない。今後は時間を設

定して、情報の交換等をしていく。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。
37 10 1

・専門的なアドバイスで児童に合った方法を教えて

いただいた。

・情報交換をする中で、解決策を一緒に考えること

ができた。

・卒業後の進路について、見通しを持ったアドバイ

スをいただいたことがありがたかった。

・支援員と保護者を交えた面談では勉強になってい

る。

・個々の課題については色々な見解が

あるので、即答ができない場合は事業

所に持って帰り、他の支援とも協議し

たうえでアドバイスができるような体

制を整えていく。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。
39 8 0

・質問等に対しては、事業所での対応を教えても

らっている。

・納得するまで一緒に考えてくれ、とてもわかりや

すかった。

・学校以外の様子がわかり、良かった。

・こちらから質問や相談はあまりしていなかった。

・相談したときには適切なアドバイスがいただけ

た。

・色々な情報を提供してくれた。

・親身になって話を聞いてもらえた。

・個々の課題については色々な見解が

あるので、即答ができない場合は事業

所に持って帰り、他の支援とも協議し

たうえでアドバイスができるような体

制を整えていく。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。
32 15 1

・成長を感じている。

・訪問の都度、気になることやどう対処

したらよいかなど、親身に考えてく

れ、、そのことにたいしてアドバイスを

いただいている。

・共通理解をすることで良い方向に向

かっていると思う。

・訪問支援のおかげで、児童がおちつい

て学習したり、生活できたりしている。

・常に課題や目標を館合えることができ

るようになった。

・課題共有できたことで、事業所から家

庭にアドバイスをしてくれたことがあり

がたかった。

・学校と事業所では異なる姿もあるの

で、学校や園での様子や課題について

専門的な地検からアドバイスができる

ように研鑽を積んでいく。

5 事業所からの支援に満足していますか。 35 12 1

・学校と家庭との間に入り、両社にアド

バイスをいただけた。

・訪問していただいたことで、学校とは

異なった見方で捉えてくれたことが参考

になった。

・今後も引き続き支援をお願いしたい。

・顔を合わせて意見交換ができると更に

ありがたい。

・定期的に園に来て実際の姿を見て情報

共有ができているので、こどもも安心し

安い状況である。

・たくさんの信頼をいただいている

が、個々の子どもを理解し、よりよい

支援ができるように知見を深めたり、

研鑽を積んで期待にお応えできるよう

にしていく。

・学校での課題を共有し、同じ見立ての所を保護者に伝えていただいたので、保護者と話がス

ムーズにできた。

・いつも的確な指導をしていただくので感謝している。

・学校以外での様子を知ることができるので、児童の見立てに役立っている。訪問の際に児童の

課題を共有し、何を目指していくのかが明確になり、助かっている。

・事業所での過ごし方やイベントへの参加の様子を詳しく教えてくれるので、多面的な支援がで

きてありがたい。

・双方の視点から生徒の状況や様子（家庭での様子も含め）などの情報交換をすることで、より

よい支援へと繋げている。

・学校での様子も親身に聞いてくれ、心強かった。今後も支援の仕方など学校でも取り組めそう

なことはおしえてほしい。

・担任との面談の時間が取れてありがたかった。

・授業を見た上で、対応や助言などがあるとありがたい。ぜひアドバイスがほしい。

・お互いの子ども理解が深まるように、情報の交換を行ったり、課題について共通理解ができ

るようにする。懇談の時間が持ちずらいので、この点は完全方法を考えていく。

・家庭も含めた関係機関連携を行い、保護者の子ども理解を支援したり、関係者間で支援の方

向性を整えていくことができるように調整を図っていく。

・子どもたちの将来を見据えた支援となるように情報提供を行っていく。
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